近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１２クール日報（３月８日～３月１４日）
	報告日
天気
	３月１２日（火）
雨
（気温：３度～８度）
	報告者
	兵庫県社協　太田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１２クール：大谷、櫻井、齋藤、高田、藤野、末延、松本、上山、古川、太田

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了（御禊、西湊）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館（撤去日）

	
	17:30 終礼
18:10 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 活動終了
21:00 13クールとの顔合わせ・引継ぎ
21:40 終了

	報告事項

	●VCの状況
［V64名（延べ86名）、現地調査14件（一般13件、現場系0件、キャンセル1件）ニーズ対応6件（うち完了6件、継続0件）］
●マッチング担当
・本日は、仮仮置き場（七尾美術館）の撤去日であるため、仮仮置き場の廃棄物排出を重点的に行い、可能な範囲でニーズ対応を行った。
・ボランティア参加者の現場への送り出し時間を早めるため、バディコムの使用方法説明を簡素化した。基本的な使用方法のみの説明としたが、大きな問題はなく、送り出し完了までの時間が10分程度短縮することができた。
・春休み期間であり大学生の参加が増加している。1つの班が大学生だけにならないよう、班分けの際に調整を行う。
●資材担当
・本日は終日雨であり、ボランティア参加者の災害ボランティアセンターへの戻り時間を早めたため、県ボラバス出発時刻まで、資材置き場での作業等を行っていただいた。
●現地調査担当
・遠方での現地調査を行った。
●仮仮置き場担当
・本日午前中に仮仮置き場（七尾美術館）の撤収完了。
・本日より「ユナイテッドかながわ」からの参加者に運営側の活動を行っていただいた。

	今後の主な予定
	●明日3/9日(土)の大きな動き
・12クールから13クールへの引継ぎ日。
・仮仮置き場をヨットハーバーへ開設する。
・140名受け入れへ向けた検討および準備を行う。

	調整課題・所感等
	・朝礼時、野口健テント活動プロジェクトについての連絡あり。3月25日よりテント100基が七尾市に設置され、ボランティア参加者が宿泊をされる。県ボラと合わせて最大140名の受け入れとなるとの報告あり。現在のボランティア受け入れ人数は80名程度であり、60名ほど増加する見通しであるため、ボランティア受け入れ方法および運営方法を大きく見直しをする必要がある。方法の検討にむけて、近畿ブロックメンバーおよび七尾市社協職員で意見出しを行った。

	その他
	・作業効率化を図るため、必要物品の洗い出しや報告書等の様式変更についての検討を行った。



